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回答者の属性

1.回答数

「
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″医師・看護職員9,120名 (各
4,660名 )を対象に国答をお
願いしたところ、7,000名を超
える方から回答をいただいた。
回答率 1ま77%であり、この間
題に対する関心の高さが窺え
る。

・厚生労働科学研究班の調査の回答
率は16.9%(8,104名 )であつた。
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2.医療機関の種別

ル病院と診療所 (有床由無床 )

の割合はほぼ半々であつた。

・研究班の調査は、調査の設定段階
で対象や施設数で日医調査とは差
があるが、回答数の83.3%(6,74
7名 )が病院で、診療所は3.1%(2
53名 )であり、病院中心の回答と
なつている。

3.病院の病床規模

ル日医の調査では、病院回答
のうち、199床以下が約6割を
占めている。回答者は、全国の
病院の病床規模別害1合から見
ても、平均的に抽出した形と
なつている。

・研究班の調査は、病院医師回答
(2,224名 )のうち65.2%(1,44
9名 )、 病院看護師回答 (4,523名 )
のうち59.7%(2,701名 )が500
床以上であり、大病院中心の回答と

なつている。

回答数 回答率

医師 3,52[ 77.3%

看護職員

看護師 2,699

76.8%
准看護師 738

未園答 6C

計 3150〔

合  計 7,031 77.0%

医療機関

種別

医 師 看護職員

回答数 上ヒコ| 回答数 上ヒコI

病院 1,868 53.0物 1,888 53.9%

有床診療所 354 10.0タ 354 10.1%

撫床診療F~f 1,279 36.3% 1,224 34.90/1

その他
０′
ス

０ 0.5%

未回答 21
０′
７
６０ 23 0.7%

合 計 3.525 100.0% 3,506 100.0%

病床規模

χrノ″ ′ノ事ノ
`月J密″詮″り

物 ″♂

医 師 看護職員

回答数 上ヒコ| 回答数 上ヒコ|

20-995薇
″Zノ斃リ

525 28.1% 512 27.2磁

100～ 199床
rJ∴ィ斃り

561 30.0% 58[ 31.0骸

200-299影根
r2θ働

`ノ

241 12.9% 23C 12.2以

300-399F薇
虚イ斃リ

183
０′
ス
８９ 188 10.0勁

400-499E薇
μソ%ノ

1lZ 6.1勲 105 5.8%

500床以上
盗′斃り

134 7.2% 133 7.10/

未回答 10〔 5.8% 131 7.0'

合 計 1,86〔 100.0% 1,884 100.0%



4.年齢
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>医師については50歳以上
が84.5%を 占めている。

・研究班の調査は、医師について
は40～ 49歳が37 1%(898
名)、 50歳以上が38.3%(928
名)となつている。

管理者・勤務医の別【医師】
管理職の別【看護職員】

/医師については、管理者 E

理事長が約8割を占めてい
る。看護職員については、看
護師長等 (管理職)が約6害 J
であつた。

6.主たる診療科【緊師】
所属する診療科【看護職員】

:…
… … … … … … … … … … … … … … … … … … … ■

/医師、看護職員ともに、
内科系が5割を超えてい
る。

:

7.厚生労働科学研究班の調査
対象にも選ばれ、回答したか。
1~~~~~…

… … … … … … … … … … … … … … …

:

/医師114名 、看護職員17
5名 が、両方の調査に国答し
ていた。

年齢区分
医 師 看護職員

回答数
率レ
し
Ｌ
Ｌ 回答数

率レ
し
Ｌ
ル

～29歳 0.19 5[ l.69

30～ 39歳 6〔 2.0, 389 11.101

40～49歳 44〔 12.69 1,21( 34.7,(

50歳以上 2,97〔 845' 1,781 51.09

未回答 31 092 5〔 1.79

合 計 3,52[ 100.0, 3,506 100.0'

管理者・

勤務医の別

医 師 管理職
の別

看護職員

回答数 上ヒ】匡 回答数 比率

旨理者・
哩事長

2,809 79.7, 看護師長
等 (管理
職)

2,09t 59.89

勤務医 フ
′
会
υ 19_19

その他 1 0.59 上記以外 1,34C 38.49

未回答 2〔 079 未回答 6[ 191

合 計 3,52[ 10009 合 計 3,50( 100.0,

診療科
医 師 看護職員

回答数 比率 回答数
率レ
し

，
ル

外科系 |,43〔 40_79 1,05C 29_92

内科系 2,05〔 58.201 1,87〔 5369

未回答 3〔 57〔 16.59

合 計 3,52〔 100.0' 3,50( 100.09

研究班調査
に回答

医 師 看護職員

回答数
率レ
し
Ｌ
Ｌ 回答数 上ヒ軍医

まい 329 ７
′ 5.09

ハいえ 3,33, 94.59 3,18〔 9109

未回答
７
′ 229 142 4_1

合 計 3.52[ 100.0, 3,50〔 100_0'



「現在看護職員が実施している」 30%超 降順リスト
(医師回答 )

日医調査 研究班調査

各医療処置項目 医師回答 医師回答

1 103 導尿。キ71ド tカテーテルの11「人σ)実施 77.7% 70.2%

2 末|ド l1lL管静脈ルートυ)llll:lltと輸液斉1の投り 76.6% 613.8%

3 28 66.1% 63.0(ん

4 り
し lltilLI;lillお グ)|ブドウ|り ll受 ′, 58.|(χ l 66.1(る

5 68 flり 1樹∫汚L′1'・ ヤ1与 ′1, 56.9% 57.496

6 ワ
ー
リ
し 「
糾ザ|!彗υ)ル 1歳 7ヽ|や

「
術器1戒υ)把持及び |力t持 (気 4+り jlサ H ll:υ )/1、 l~倒 Iiり J

■)
51.8% l li.1ツ )

7 i56 ド剤(付た薬も含む)υ )選 |りく。使用l 50.1% 113.′1%

8 ;告ちl夕斉||イ吏り||1女 r、 ||十σ)i生キキタ斉|lσ )1雙 与 49.6(た , 31.6110

9 168 倉1傷被覆材 (ドレッシング本イ)の選択・使用 17.5tん 14.`4%

10 感染り11検 査(イン 11.9% ′10.Ol1/11

188 ||々υttil大 、経i通の補足|づt明 (||十 1111をか|夕た1説明) 11.8% ′13.5%

12 140 413.7% ,10.3%

13 ワ
ー
パ
Ｕ クトリ|1萌こυ)i盤″く。イ吏サll 4:3.7110 137.0(る

14 163 角イ架ヽ丼lυ )i選 1尺・イ吏り|| 12.6% 137.|%

15 126
「
術 ||むυ珊裁イ|や

「
術ン||イ戒の把持及びfitlむ (「術υ)第  ‐。第 1助 ■) 12.3110 10.8%

16 162 傷t洗打却lυ )〕去ツく。イ吏ナ|| 40.0% 3′ 1.〔)%

17 l〔)6 忠汁。家族・|ク
`療
従 '|千 什教台 139,7% 14.3%

18 116 拘束のり‖始と解除υ)判 |り i 39.2% 11.91j/0

19 125
「
多|ザ執ブリよ

~でυ)ツ1:解 li(14Nイル:、 7ri′ |,) 38.0% 25.611。

20 169 睡眠却Iの選択・使り||
ワ
ー 4% 31.800

21 経管栄養川のキ
:l管υ)11「人、人れ替え 136.3% 23.9%

22 160 ‖il‖ |:斉lυ )li」 |りく。イJLり || :35.7% 30.6%

23 l 動帰氏ラインか |)の 1采 1lL :35.|% 63.4%

24 161 lllリオj斉lυ )遭劇ブく。イ吏月| 133.4% 26.2%

25
ウ
イ
ｎ
く
・・
′ 33.:31% 39.7%

26 159 4啓 1陽却lυ ),壁クく。イ吏川l 132.2% 23.5%

27 135 32.0% 40.5(る

28 157 i31.Ollll 19.7%

29 158 lll務こ:|:1粋 i‖莫∫丼tti4斉 lυ )〕讐|りく。(吏サll 30.5110 20.7%

※「現在看護職員が実施している」割合=「現在看護職員が実施」/(「現在看護職員が実施」+「現在看護職員以外の職種のみが実施」)
(研究 lJIと同様の算出方法 )



日医調査 研究班調査

各医療処置項目 看護職員回答 看護師回答
:

i専助(。 171ご tiノノ
j'・――テルのり1「人グ)1た方位 88.1'6 86.5'6

2 イ〈tll l白 141青争飾氏ノレ‐―トプ)イイ:1呆‐ヒ中命|ィ 斉々」プ)1☆ lJ 86.1)16 77.l,i
3 Eド |じ iあ

i津′とヽ1'駐 |｀
く||,1イドグ)1'(方麹 71.9% 66.7'6

lltrlLllllllil(ノ )~グドウ131:|せ lJ 72.0't 81.2,i
5 |ご斉」(坐 lt(♪ 含lr)υ )選択。使サ|| 6:3.:3'し li3.196

6 (ヽ8 111傷 披漫イツ(ド レッシレグ4J)グ )lit夕 (。使用 63.:3'6 7:3.′ l lcl

8ヽ 白11 7;Li争・キ|li′ li 62.5'6 65.696
8 クトリムt(ノ )ili:|りく。(吏り|| 58.1,t 57.8,6

9 患者・
′
京族。|てバ:従

ll丁

者教育 57.7% 78.8,6

10 ! ;仕 tlι斉サイ佐サ|||`tイほlケυ)j生 tl夕 ,イ「|プ )lk′リ 56.2け

`

|ヽ.211,

('13 角ギ1,ヽ斉」プ)liflJ(・ イリ[り || 56.l ll 58.0'6
，

“ ∫メ:力 I海リグ)liflりく。ll_サ || 55.0りt 57.2'6
′とヽルlj停 11,き,者′、グ)気ti適ィ確|力さ、、′:スク1■気 51.51た , 6ti.O ll

14 1句 ,コ )1鶴」始と角イ除υ)11瀞 Ji 513.7,も 51).516

15 率
`41′

,t共 ;|lυ )|り 4;lυ )1申人、人メ|トトシ 52.9)6 135.13%

16 ,rl'ii.j:Jrj.tii: lr( 1> - 1 tL:.t.>'t):. /ts,'t I t;t,''.fi) tt;')iltu 51.716 16.:3't

|||「 1破 (斉 lυ )i讐 |りく。イだ月| 51.616 52.7'6
18 |1月 ll:斉 Jυ )選 1ザく。使サ|| 50.1)% 53.9サi

19 10 「′lν」接 flυ )′ に施 50.0,お 1〔 ).0,6

20 |lllil,神 lυ〕i螢 11(・ ll_サ || 19.:3,t 51.|(ll
，

″ 11`ルわ刊υ)i壁 |り (・イ吏月| 18.1りお 18.79i

０
ろ
ワ
“

り

一
「 多卜
jlltプ )柳 1支岩|べつ

「
クトi‖ |イ戒υ)把11■及び|キti十 (気tilリリ||‖

′
ヰυ)′ lヽ「 衛1カ

「 )

18.:;ヽ li).(デ )(,

23 ヽ8 ||々 (ノ )ll11尺、率卜Iじ 1/)れ li'lFサιlザ |(11午 ||||´缶か|サ /tF;ι lり |) 18.296 59.0%
24 )` |:li早 ::||口 1西な斉lυ ),1:ll(・ イ/_111 ¨

イ り

し 11.7(も

25 ,ド |:l tt:キ
l11ザ

i澪性1呆 li隻す神|グ )は tlり (。 ll_り || 16. ‖ .`|,6
26 わti(′女11ノ )iセな:1りく・イ吏サ|| 12.tiり i ||.131h

27 ０

一 導助t・留|″1カテーテノレの11「 人及び抜去υ)決定 ||.7,6 5i3.8 1tl

28 25 「 術
rAlフ」までノ)'1亀備(体位、消′い 10.1,6 26.716

29 |り

'I為キ|11カ 1ヽlυ ):蛍 1りくoイ l_||| 10.3,6

30 (' iア
j lリリ「 ) 10.3'こ 8.5'i

31 R7 i lJド‖看II隻υ)′ビ、要|フ |:′ )「`J「」i、 依頼 1ヽ).li't 66.′ 1'お

32 ″
０ り1鮭 本白4ノ tll轟 ′

`4イ

:1,|1質輸 |ィ 、々1li角ギ質11命 |ィ |イ 1ノ )i世」り(・ イ吏用 i39.()|16
″
イ
″
ｒ

33 )`

',し

1::(ノ )′

'(方

L(ノ )|メt,L 138.ti't 56.8'I
り
０ 各敗

/li4勿′
γ:|]`t riグ )′ |(方L:ス 'ソ

ーブツ: :37.696 10.litお

35
`7

liLサィ々i(]J夕「。(_｀ I11)1'υ )||ンtイ 1:、 11+FII ´
‘ 1% 17.9%

36 キt,t'1″参′貪|ビυ)イク主な|:liウ イにυ)lit方但 ●
イ
つ

し 1`1.21111

37 1 動脈ラインか「,の採薦L :36.7'6 52.1,;
38 )7 栄養 |:ヘグ)食 ||「 1旨導依中面(11たんi′ )指ノjミ ノゞ容で) :36.6(lr0 135.1%

39 ，

´ ネ
~グラィ
‐り` 一υ)|‖ Jク台、イ甕ナ11 lt″ グ々)〕選ll( 3ti.5% 36.0%

40 り

¨

０
０ 硬膜外チューブからυ)"t痛斉」の投′ブ́(1:せ ′ブ́|ltグ )I]‖ 1盗 ) 36.396 18.8%

41 65 レtlサ いオL/レ 或ζ(′ lヽ りι)υ )i壁 |プ (・イ吏jll 131.69t 36.7(t
42 6(ヽ イレ「ノ7Lコ■レーrl i[υ )1曇 IJ(・ イ|た ||| 31.3%, i30.211t

43 1唆紫 Jせ ′J‐グ)|‖ 1カ ff、 中 ||;、 」せ′J lltグ )|#避
||“υ)|:J‖ Ji 13:3.896 18.5,6

44 ll 々静り虻。71[!]Jゃ清潔υ)ILI川υ)|た ,i ):3.5‐

`

27.7't

45 )5 11「ちtt' ′ヽり‐―(ム |ヽちtイ i(本 )υ )(乍 l′t 3i3.31: :3().2リ

46
`

人 I:卜FI吸 4+FIIドグ)`ザ :占争11+メ || 33.196 2:3.7'お

)8 イ也υ)チドi隻
‐
り‐―ヒ
゛
スt/)′た方恒|「・ 4( ll υ)11lμ Ji(り ′、ヒ|り 、liLり I・ (4く ||:イ r.L・ ) 132.5 1rJ 15.2,6

48 Jttだ 剤 (′トリ1)の選択・イ̀た ||| :32.29∴ 38.5'6
49 史

い ガ
`」

‖空ドレ‐―ンItll:||れた1吸り|||り )1吸 ′り||:υ )没 ,L・ 変 ll_ i31.6(ll 21.l l10

現在看護職員が実施しているJ
(看護職員回答 )

※「lln在看護職員が実施している」割合=「現在看護職員が実施」/(「現在看護 nJ・員が実施J+「現在看護職員以外のlal種のみが実施」)
(研究班と同様の算出方法 )



「今後看護職員の実施が可能」降順リスト (医師回答)
～「看護職員が可能」が「医師がすべき」を上回るもの～

研究班調査では、当該医療処置が現在行われていない場合、「今後について」は回答できない仕組みとなつてい

るが、日医の調査では、現在行われているか否かにかかわらず、全員に回答を求めた。

ル「今後看護職員 (※着護職員 (一般 ) 十特定着護師 (仮称))の実施が可能」と答えた割合が50%を
超える項目は、 38項 目、看護職員の回答で36項目であった。研究班

であつた。

日医調査 研究班調査

医師回答 医師回答

医療処置項目
医師が
すべき

看護職員が可能

降順
医師が
すべき

看護師が可能

計
看護職員
(一般 )

特定着護師
(仮称) 言十

看澪費師
一般
特定看議師
(仮称 )

28 121i力
j専′也ヽ1巳 |メ 14■ riσ )|〔ノえば 13.4% 33.7% 72811 0 4.7% 95.3% 78.8(ち 65,お

III"ちt77卜・ソ「1′ li 16.0% 81.2% 65.211 6.1% 6 9.3% 90,7% (う6.9'6 3.8%

3 ‖尿・lγイ‖イ1カテ‐̂テル′)中 li人グ)実 20.0% 76.5% 628,6 37111 5 80% 920% 717,6 7.3%

4 32 ttl角 LIり 1「 ||IFグ )‐グトウ1,1,lt'ブ 226% 75_0% 590% (ヽ〕
ll) 2 58% 942% 71 1り 1) 1'8t l

5 31
加供14ヒリ1:4うこfド (fン

~ソ ′し
'Lン
ヨ′=・ ノロ

ウ r′しス等 )グ )実施
2220/1 75,0% 61.0% 11.0'1) 7 107% 89301 (ヽ (ヽ 6ツ 6 22.711,

6
オくなII角 11キ 1争り氏ル‐―トグ)徹 :(力 tと 1輸〕1夜
i筆 |プ )1せ
′
J・

23.3% 73.9% 58.8,1) 4 74・ D 92.6% 72.2k, 20.1%

r・

“

ノil'メ f l liグ )`r‖百 25.8% 71.5% 57.0% i1 51) 9 12.8% 87.2% 63.1`ん

8 18ド
日々υ)洗

"状

、糸卜過グ)れ

'足

F鬼 |り |(111111

々かllた I,11り |)
26.8% 70.6% 17.811 22.816 170% 83.0% 11)7'() 3813%

9 ll共 作。ちで族・|て療従 `|「 者教千 31.4% 65.3% 37.21) 28.()ツ 6
，

“ 150% 85.0% 11.511 |().1%

10
′
栄:辱 li・ グヽ)た '|「 1旨 l専イ衣

'II(H七

イ「グ)

1旨′六|プJマヽ
‐
c)

347% 62.7% 11.13'1) じ1.l'6 11 14.0% 860% 1% 37.91111

〔０ ll″年11(ノ 11 tL:41含ザ
‐
r)υ )i311りく。イ:だリ 357% 62.0% 5().2,6 ‖ ,7'6 23 221% 779% rD6.(う% 3%

12
1刊

“

芳

`芝

守́イ」(ドレッシンクイ可)グ ):世

|りく。イ吏り||
354% 61.9% 18.1316 13.6'6

，

“ 19.6% 80.4% 50.611 21',716

13 外 |||兆υ)】 tlり (・ 使 379% 599% lド lll l 15% 30 25.0% 75.0% 51.21。 〕3.801

14
′由ヽliliヤ I I111出 イヽ†′ヽ 1/)気ti直イ静:イカt、

―マス

ク1魚
/Ki 387・ | 58.6% 38 5,(l 2().l lll 13 15.6% 84.4% 55,1% 29.3%

15 「
‖キ|ll1/う池救ン‖べ'「

'卜

「レ:llllkt/)J巴 |サ及 (

"4[オ

キ(生i41;む lllrll■げ,′ |、
「
ai′」ll i■ )

37.20b 58.3% 37.31t, 21.Olll 31 25.1% 74.9% 13().7111 1′ 1.211

16 Ff/1tFり tノ」1主
・
Cσ )′ ILIIむ (1本イヽア1、 ‖筍′11) 38.6% 57.3% 38.8% 18.51111

り
Ｌ 27.9% 721% 10110 31.1%

187 :′jllllイ 1 li修 1/)./、 り[1り |:σ )半嘔‖ザ:、 脅kl!貞 40.4% 57_0% 31811 222111: 10 13_8% 86.2% 173111 38.9%

18
′色ヽ月|lj,li ll思 1者・́ 1ヽ/)1'Llくモ「rり 1挽ミ弁‖Jlll

実施
404% 56.6% 35.210 21. ,1% 20 19,0% 81.0% llう .1'tl 37.7111

1591ら ‖場斉Jσ )tillりく。イリ[' 414% 56.3% ′1′1.7111 1.6% 37 28_8% 712% 170110 24.2%
20 九tラ インカギ♪グ】采油t 41.3% 561% 39,3110 68,お 3 6.2% 93.8% 78.1% 5.3%
，

】
|1場の実施σ)′た,jl 42.0% 55.5% 10,8% 11.796 16 16.2% 83.8% (13.611tl 20.2111

21 停lyK/114勿
′
i`:1貪 査ヴ):だ方色:スワ「ク 410% 55.496 12.3% 3.Ollu 14 157% 843% 61 3110 23.l llll

23 家族療法・カウンセリングの依 ,II 412% 55.4% 32.8% 226% 15 162% 83_8%
24 う ライング)1カ」 il'l I l: liil. 41900 552% 31.′1% :'fl R(γ 8 12.3% 87^7% 51)3,1 28,3%

21 1613: イクヽ所Jグ )i世 1りく・ 42.6% 55.2% 45.211. 10.0% つ

一 30,9% 69.1% 16.4% 22,7%

26 160 11‖ |:ア i,ノュi讐 1ぺ「il_リ 433% 54.6% ′14.2111 10.1% 40 305% 69.5% 159% 236%
27 158 |'11ぎ :||‖イi‖張働t:維 イグガ壁Jりく。イ[り | 43.6% 54.2% 3.2% 1.0% 52 33.5% 66.5% 12.9111

'7:lb161 |,Jl l lfll σ)1巽 1,(・イlfり | 43.9% 54.096 113.5,6 10.6% 51 33.3% 66.7% 113.:% 23.3111

1 ?FL:夕 Fflイ吐r,‖ オ命 rゞ ||」 F(′)“
=Iit夕

″で|lυ )投 43.3% 53.8% 11.5,6 12.396 19 186% 81.4% 51.5% 2691。

30 198
1也σ)`ド F隻サ・ ヒスの 1だ力征IJ・ イ(lJ σ)
1刊 ‖サi(り ′ヽビリ、liLり |:・ 体 lllな ど)

434% 53.8% 3351111 20.3{ん 28 243% 75.7% 12.6%

31 l薬 :1竹」酸却lσ )選択 。使 り| 441% 53.7% 12.51t 1.2110 66 37.1% 629% 391%
`3.5%32 与ケI争ソリ・ム1,rlllべ )ガ ,澤をグ)lLIり‖グ)ガtちこ 43.6% 53.5% 33.8% 1),7111 29 244% 75.6% 10.611tl 35.Ollll

Ti,こ健:「

'イ

ふビグ)1建 1 li,fゞ グメだガli 436% 53.4% 370111 .ヽ3116 57 344% 656% ,131,lb 317%
34 ｂ̈ げ:力甘斉Jグ )通 11り (・ イll_リ 452% 528% 13.31t 41111 53 337% 663% ;71t) ,:,ハ ll

35
用1胆い瑞‖長処 F`t(コ ーンカック‐■}
jllいた/71Lri)

4430/0 52.4% 32(ヽ% 11).8'お 49 330% 670% :`0.1% 36.916

36 126「
予ITllTグ )ル 1裁イ|:ぺ )「 |'1ヤ イヽ 4戒σ)オ巴1寺

及び latl寺 (「利寸υ)舞り ・衝り 11り」
「

)

435% 52.3% 3().3% 22,Olll 61 35.9% 64.1% 21.3'6 128%

37 径||・糸准薔沖「管チュープの抜11' 455% 51.7% 27.3flj 21.30J 79 41.1% 58.9% 18.ll l 10.6%

38 181)
リツヽしリラ‐力 )(釧【卜、い`1:|ソ文、1lJlll機

能アッフ
・
等)の 4ビ 要`1'たの判財サi、 依 ,頼

465% 51.2% 30.2% 21.096 22 21.9% 78 1% 353111 12.8%

39
lil流評価検査(/ヽ 131/1)い /ヽ/Sl)1))検

杏グメた方価
462% 48.9% 30.31も 1 8 611tl 45 317% 68.3% 2X.トツち 31).511・



「今後看護職員の実施が可能J ttllHリスト (看護職員回答 )
～「看護職員が可能」が「医師がすべき」を上回るもの～

研究班調査では、当該医療処置が「現在実施されていない」場合、「今後について」は回答できない仕組み
となっているが、日医の調査では、現在実施しているか否かにかかわらず、全員に回答を求めた。

<看護職員回答 降順> 日医調査 研究班調査
看護職員回答 看護師回答

医療処置項目
医自市が
すべき

看護職員が可能

降順
医師が
すべき

看護師が可能

計
看護職員
(一般)

特定看護自1
(仮称 ) 計

看護師
一般
特定看護自1
(仮称)

1 l」 :t iLI′亡ヽlLIイ ||`t rllプ ),ゴ方L 86'も 88.6,6 7S、 5。あ |(〕 .11'|, 3 64'6 936'6 ド0.Iりあ 11〕 .5'あ

1専
1lt・

liマ 胸'1ウ
ー′'  1′・′l(′ ,1,「 ノ、(′ ,り〔方L 31'6 83.3% 71.5'0 87'お 4 66'` 934% 8(ヽ _ 713ツ 1,

3 11 1 1fil,'こ ill・ :111′ |メ 549; 82.3% (ヽ (,2'お ('.0'あ 8 11096 89000 (ヽ 75'あ

4 ll;| |:|ドl ilil青千‖1(′ :‐  | ′,11lfヽ tl中詐i'it r申 lt′ ,11′ブ 78'6 79.5% {ヽ 8 0.51, 5 69'6 931'6 78_81) ||.i311)

liヒ
|り lt:童 ||サ
「
illlフ ,′ トウ1サ 111,′リ 8296 79.3% 671)1, 1.1ヽ ) l 5196 949,` 813.: ‖ .8・ 6

l

,r,!itl!ni,fii li,( (: ',it .r,t rJ . /ttt'/ i rt 1'ii j

rt t ):l1ii. 23696 742% 591,つ o 11.:`1'I)
，

レ 18296 818'6 51)i;リ

7 l(Sド 11り 11"k富「イ(|■ ′ガ
′′14)′ ,す世|lt・ 十たりll 275,6 698% 57.211 12.6'あ 7 93'6 907,6 (ヽ 1.1`りふ 25.1,お

li6 |デ lll(′ 11'1:1)「 iた r)′ )1生 |lt・「ナ」‖ 29.296 68.4% 51).:`'あ 1).:211) 149,6 85196 68.1 16.7'お

11)(ヽ ,上 :イ・
・
ケル;■ 1■り11`雄 卜Iイ :賃 Fi 275,6 68.3% 7.(デ 1) ;().7'1) 6 7996 92196 57.8,あ 121

|| 1ヽ′ ,リル11,t、 ふli11ノ )llli ll上 lill lllイ ||キ ||114´′',ヽ (|
liすと||り |) 28996 68.1% 11.(う llt, 211.5'あ 20 1819。 81996 5{'.ヽりh 25.0'。

11 1(ヽ 7 クトサll llilプ )i世 |り t・「1[∫‖ 30396 67.6% 57:夕あ l(り . 18 177'` 823% (,| (ヽ 111) L10711
1ヽ

`

:ノブllll ril`″ ,ビ、要1生 711]|‖りi、 依111 31396 65.8% 10.:`|| 5'A
，

″ 6296 93896 (ヽ 9.('(11, 21.2'お

(う

`

1完鍔|:{′ ,′た
',111ノ

,1,し L 32996 65.1% 50.1 11ド |あ 9 879,そ (ヽ 1'(;tll) :卜 .130あ

14
it r1 1  1ノ ,rt卜 lliヽキf衣 111(IЧ :r,:1プ )||十 itl'1
t,

3259も 64.3% 11381) |」 () 10 i329o 868'( 5(ヽ 1)|) ).ド )ヽ

| 1(, r′ F方 |ォ ,「′,´た方色 33400 64.2% 52(ず 1, 11_(ヽ
111) 30 24:96 759% 57.1)|| 8.0'お

i(ヽ |; 角ギ吉卜斉1め lill「 1・ 1'Iり || 35196 62.7% 51_:」 1古 8.5'あ 26 22296 778'6 51).1 S.|'お

7 1135 ′しヽルト「卜||:lt」 ♯
` 

、(ノ )′くtiLイ

`ifヽ

t、  、'しくツ:“‐1く t 345% 62.4% I(' 516 151)・ 6 11 135'6 865'6 (ヽ卜 0。お 8.5'あ

'||`鶏り,神 l.ノ )iせ |卜t・ |た月l 35396 622% 527'あ 1)5'お 23 210,6 790% 59 .(デ |:) 1).1(1'}

11)ド
ftユ

`′

)/「言

`ザ

   |:‐くt′ ,りごわれ|ダ・
「
,「 |′
'11‖
IJI(り

′、11り 、lilり |:・ 体:ht,′だ!1)
347'6 61.9% 131).5'6 :」 ilサ |)

９

一 13796 8639b
rll`7'あ

,2.71)

111,lllυ ),世 ll l・ |た

'‖

36496 61.7% 51).13'1 ド 1'ふ
０
ろ 22596 77596 ｒ０ 11)1) :2().1111)

‖‖‖|:i llllプ )itilJ(・

'た

|‖ 367,6 61.3% 5:` ド :'お 217,6 7839` ｒＤ 11'1) 1):11'

|ヽ :Jllll ltノ )i世 1,く
。「11り ‖ 367'6 61.3% ,2.1)1) 8.l'あ 25 221,6 779,6 58 .(う !11, 1).1う

°

キ
11'11::‖
メ|′11,I可 tフ ),I11サ tヽ・ 1け :|‖ 37696 59.9% 5091 )()('|〕 35 26396 737,6 :'あ 1)6°あ

|∵ tl:キ
111学
iげ i(ヽ 1:“ ,等リノ,14111t・「∫J lll 37696 59.9% 5()7 26196 73.996 |) 7・ち

1 々静′1・ :11動 く́つ,1,I∵ |(′ ,lLII‖ (′ ,|サ tル | う
０ 59.4% !11216 8:リム 28 22696 77.4,6 |(ヽ .9〔 |(,

'0.rl,|1ル 、1:り し・ )■ )(叫 tl、
"ヽ

「り々、lriblL‖士タ
′|「 )、フ,ビ 要1111ノ ,‖ IH」 |、 依‖1

38096 59.2%
`13.5'あ

:35.711 154,6 846'6 15216 11

i専ナボ・11′イド1カ チ ーし・′|′ )|,「 へ及
`バ

ナ々ソ:|′ ,1'こ
,L

40596 56.4% i2.8'ち | 16696 83.496 (ヽ 5.5(lム 18.0'お

まサ:(りまlli・ //ウ〕 trり )ク tフ )(/(中

"

401% 55。 7% 29.1),あ 258'お
９

一

９

“ 185% 81596 113.l l16 :`ド .

|“ |きノ)|‖1カ台と角ギ断ミ′)|]|‖りi 413'6 55.0% 10.:,'あ ll.7,6 161% 839% (ヽ 2.3'あ .616

l 「 ,|千 1:ltリ リ:ミ 〔
(ノ )ilた ,lli(千卜||:、 iri′ 11) 43396 52.6% 313.8'お 181)'あ 63 41396 587% i313.('()6

lli 1言 T′ l lll tttノ ,I!l竹 ノ,|「 へ、や tr午 ,t 439,6 52.4% 1;卜 .l 1101, ゆ
る 30.9% 69 13.lb 25,7'お

‖![‖民,11げ ,1世 |「 1・ 1ll j‖ 46000 519% 15.l (ヽ 81h 30896 69.29b 50 ド‖ 18.1'お

17」

`ノ

しノイ|サ
i フ,111ル台、1た

'HI′
rtt′ ,j宝 111 467,0 50.796 135.(ヽ。あ :5.l・ 1 33 260'o 7409o i5.1 28.9'6

3('
子11.lilイ 1′メ:′ )卜 IJ″ fi、  111111、  |.1′ ブ 1111ノ )「 |‖ 114′ )111

口」|
468'6 50.5% L〕 1)_:111ィ ) l13'( 16 16496 8369。 50711 |夕 81)

1キル[|'Liうメだ|lt′ )“ [11〔 11)11[ノ ),ごみを, 46596 50.5% :`(ヽ .01)1, ll_5わち 86 523'。 477,o 171)'お :メ ).1)17)

l::● ′とヽ月卜,「 111出 者  |フ ,l ll_′くt白
`り

Fit淑‖:「り
′
た方L 4660も 50.296 2R7) 21.(デ 1, 37 296,6 70496 5.(ヽ |ち

27 l」言
=iや

′とヽlLれて|11l FIノ ,,ご方L(わ |'t,L 48496 49.096 1(ヽ (ヽ
1'1) 29 24096 760,6 1) 21.13'お

イル女
′
lil力
′
illll rl′ )′た

'1二

:ス lプ ′',ノ 480'6 487% 135.:。ち 1:`{ヽ |:, 320,6 68096 1 18.6'あ



「今後特定看護師 (仮称)の実施が可能」 20%超 降順リスト(医師回答 )
「今後特定看護師 (仮称)の実施が可能」と答えた割合で一番高かつたのは、日医調査では、「患者・家族・

医療従事者教育」であるが、28%に過ぎなかつた。ただし、これについては「看護職員(一般)が可能」とする
割合の方が高い。

一方、研究班の結果で|よ、「特定看護師 (仮称)が可能」が4割を超えるものも多く、日医調査とは対照的で
ある。

2位以降についても、ほとんどが「医師が実施すべき」であるが、医師より「看護職員 (一般)が可能」が大幅
に上回るのは「日々の病状、経過の補足説明(時間をかけた説明)」である。

「看護職員(一般)が可能」より「特定看護師 (仮称)が可能」が大きく上回るのは「腹部超音波の実施」「人工

呼吸器モードの設定・変更の判断・実施」「心臓超音波検査の実施」であるが、これらについても「医師が実
施すべき」との回答が6害1を超える。

|:` 卜た色グ)'1〔 H II「 看護川1セ ttが 口l能」ltり「1れど看
護師 (仮称)が い∫能」′)ケが害1合がlriい Jメ〔H

日医調査 研究班調査

医療処置項目
特定着餞師
(仮称)が可能

看護職員
が可能

医師が
すべき

特定看議師
(仮称)が可能

看護師一般
が可能

医師が
すべき

1 患者・。家族。|'(りが従
II「

者・教 FF 28.0% 37.2% ;1.′ itlt 44.5% 15.0(イ )

2 気管カニ・ューレυ)i世りく
。交換 25,9% 20.('% 50.2% 46.9% 11).1% i3′ 1.()(イ )

3 59 「「11チュープυ,位置11JJ節 (深さυ)調惟) 25.7% 21.7% 49.7% 43.6% 33.0% 23.314

4 体表111鳥けψ)抜糸。抜釣 24.7% 23.7% 48.9% 44.5% 22.1)% 1'2.6%)

5 経 ||・経|「夕「管チ=・―ブυ)抜管 24.3% 27.:3〔χ) 45.5% 10 lド .1り6 41.1%

6 腹部超 汗波検査の実施 23.3% 6.7(だ ) 66.7% 15.2% 5.9111 49.0%

7 188
||々 υり

"iツ

く、率卜過グ,橘 171・ドサtlり |(11↓ ||||をか|サ

た諄;tiり 1)
22.8% 47.8% 2(1.8% 1;131,(イ ) 49,7% 17.0%

8 199 家族りな″t・ カウンセリングυ,イ衣本貞 22.6% 32.8(る 41.2% 42.60/1 11.1% 1(ヽ .2(る

9
率1月な音|`白くり鬱膏月)ヒ 1輩 |(1カ支|"if下 (ダ文|ォ(;撃l'ビ ||
白(J)の実方色

22.2% 17.5% 56.496 41,0% 27.411 316%,

10 「方ド|1看護のりZ、要1プ 1lυ
'111μ

ザ:、 依頼 22,2% :'4・ド% 40.4% 3R.:)/1) 47.3% 11).8(る

人 li呼吸器モードの設定。変更の判μザi。 実
陥,

22.0% 8(ヽ% 66.2% 51.3% 11′ 1(る 37.3%

12
手タトfllケυうル歳ン||べ)手クトjン絆わ支υり1巴 1午及〔バ1暴
1午 (千引tiυ ,祈j  ・

'; l1/J手

)

22.0% 1'0.31る 43.5% 42.8% り

一 3% 35.争 )〔る

13 心肺停 |11患 者′ヽυ
'電
気由くJ除和|1動実施 21.41/0 1)5,2χ ) 40。4% 377(る 43.3% 19.0%

14 ll'接動脈穿刺に,サる採 lil 21.4% 11).21111 63.1% 46.2q/0 170(ltl 136.8%

15 ｎ
υ
栄養 lf′ のヽ食 '|「指導依頼(既存の指′ltlプ 1
容で)

21.41/0 41.3% 1,,1.7(ん :,7.9111, 48.1% 14.0%

16
ハ
） 小り↓のミルクυ)種類。|!t・ 濃度の決定 21.2% 20.1% 52.5% 42.3% 23.7% 34.Ol。

■タトjllキυ)11歳ン絆べつl‐ i卜iントわ戊υ)1巴 |,T及 こド1朱
|キ (負 (11:り月|‖年)υ )′ lヽ l‐ク111功 ■)

21.0% 37.3% 37.21/1 44.2% 30.7(る 25.11だ ,

18 18,
り⌒ビリテーション(叩‖|｀ 、呼吸、斑 lrlJJ機能
アップ等)υ ,必要夕1lυ

'1l lJr、
依頼

21.0% 302(イ ) 46.5% 42.8% 3rl.3(イ ) 21.1)%

19 〕 動川氏ラインυ)抜ブ←サ1:i血 |11 1iL 20.8% ;`1.41/11 41,9% 283% 59.3% 12.3%

20 69 褥1/tυ )壊クヒ剤l繊υ)デプリードマン 20.8% 15,01る 61.5% 10.7(る 12.51/」 46.7%

21 中′由ヽ静脈カテーテ′し抜ブ 20.71/O 2′1,71る 51.6% 39.3% 26.8% 34.01ん

22 心臓超計波検査1/9実施 20,7% 5.0% 70,7% 14.8% 1.6% 50.6%

23 20.6% 20.9%) 54.7% 44.3% 20.5り 6 35.2%

24
府:酔′,補 /L,3tlり |:“麻酔 [夕|に 1る患静とυ)リ スクリ年
イ「|)吉 t,ヽ説l ll¨を綺打足・

'~る

口|‖ 1をか|すた説|り l
20.4% 11,.8贅 ) 61.8% 45.9% 1‐ 1.13%

'9.81141

25 lllろう、物ろうのチューブ抜ブ 20.3% 23.9% 52.416 40.9% 21.310 37.8(る

26 198
イ也グ,介 1護サーヒ

tス
υメた力L lti。 イ(ltfυ ,1場‖りi(リハ

ヒリ、1カ上サ|:・ 体温など)
20.3% 33.5(々 , 43.4% 〕(3.1(χ ) 42.6% 24.3%

27 血L液透析。CI11)I↑の操作、管り|| 20.2% 11.6% 63.8% 48,8% 1.1 llll 37.1り 6

28 携llltろテルテーテルυ)交換 20.1% 20.3% 55.6% 42.0% 17.9% 40.2(る

29 心肺停 |li患者′ヽの女til確保、マスク換女t 20.1% 38.5%, 38.7% 29.311/u 55.1% 15.6%



″

「今後特定看護師 (仮称)の実施が可能」 20%超 降順リスト(看護職員回答 )

/

「今後特定看護師 (仮称)の実施が可能」と答えた害J合で一番高かつたのは、医師と同様「患者・家族・医療従事
者教育」であるが、307%に過ぎなかった。ただし、これについては「看護職員 (一般)が可能」とする害1合の方が
高い。
一方、研究班の結果では、医師の回答ほどではないが、やはり「特定看護師 (仮称)が可能」の割合が高く、5割
を超えるものもある。

看護職員の回答でも、ほとんどが「医師が実施すべき」であるが、医師より「看護職員 (一般)が可能」が大幅に上
回るのは「日々の病状、経過の補足説明(時間をかけた説明」「栄養士への食事指導依頼(既存の指示内容で)」
「訪問看護の必要性の判断、依頼」である。

「看護職員 (一般 )」より「特定看護師 (仮称)が可能」が大きく上回るのは「人工呼吸器装着中の患者のウイニング
スケジユール作成と実施」「腹部超音波検査の実施」等であるが、これらについても「医師が実施すべき」との回答
が6割を超える。

/

・
:・  千rtFit/)JItll11 1イ 「It‖贔kllか  ll liヒ .1,1' |ケちi」 イrFll菫 |li(夕 t
fl:)が 1,111ヒ (ノ ,ソプレ

'■

l riヽ /ぃ高い
'1111

日医調査 研究班調査

医療処置項目 特定着護師
(仮称)が可能

看護職員
が可能

医師が
すべき

特定看護師
(仮称)が可能

看護師一般
が可能

医師が
すべき

l lJ占 。
′
::ケク(・ 'tり1(子 II Il κ ttt Fi 30,7% 37.6111) E75'。

'1.」

ギ 57.8171, 71,°。

, レ :ノ
―′l

29.6% (' 11111 ()0.11, lt10 (i.り '11 :ヽヽレ

3 |ルiriグ )ぁたクピ:|1紺 tグ )二だノ'|リーート、′レ 28.0%
「

0ヽ(Iれ 53.9% 52.7% サ1't :うヽ (メヽ
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